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研究結果要約 

（（目目的的))症状誘発閾値が低い重症なピーナッツ・鶏卵・小麦アレルギー児に対し、乳酸菌を併用した少量

を目標とした経口免疫療法(OIT)の効果を検証した。 

（（方方法法））少量 OIT に乳酸菌を併用し(介入群)、12 ヶ月後に 2 週間除去後の中等量の食物経口負荷試験

を実施し、中等量耐性獲得の有無を乳酸菌併用なしの OIT(対照群)と比較した。介入群で、開始時、

1 ヶ月後、12 ヶ月後の腸内細菌叢の変化を測定した。 

（（結結果果））中等量を耐性獲得したのは、ピーナッツ OIT で介入群 21%(4/19) vs 対照群 11%(2/19)、鶏卵

OIT で 0%(0/18)vs 6%(1/16)、小麦 OIT で 0%(0/12) vs 0%(0/11)であり有意差は認めなかった。ピ

ーナッツ OIT では、Lactobacillus 属は開始時と比較して 1 ヶ月後と 12 ヶ月後に増加した（p = 0.03、

0.08)。また、Lactobacillus 属と酪酸産生菌の Subdoligranulum 属は、中等量耐性獲得群の方が未

獲得群よりも、開始時と比較して 12 ヶ月後に有意に定着した（p = 0.01、0.02)。 

（（結結語語））ピーナッツの乳酸菌併用 OIT では、アレルギー反応抑制反応が誘導される可能性が示唆され

た。OIT の有効性に関しては、今後の症例集積後の検証が望まれる。 
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研究結果要約 

早期の食物摂取は免疫寛容を誘導し，食物アレルギーの発症を予防する。一方，積極的な食物摂取は

感作を誘導し，食物アレルギーの発症リスクを高める可能性もある。これまでに我々は，小麦アレルギ

ーの原因抗原であるω5-グリアジンを欠失した低アレルゲン化ホクシン小麦（1BS-18H）の作出に成功

し，1BS-18H のω5-グリアジンに対する感作能が市販の小麦よりも低いことをラットモデルで明らか

にしている。本研究では，1BS-18H グルテンの経口投与で市販の小麦グルテンやω5-グリアジンに対

する免疫寛容が誘導できるのかをラットモデルで解析し，小麦アレルギーの発症予防における 1BS-

18H の有用性を評価した。 

グルテンやω5-グリアジンの感作前にホクシンや 1BS-18H 由来のグルテンを経口投与した群では，

溶媒のみを投与した群よりも各特異 IgE 抗体価が低かった。さらに，溶媒投与群に各抗原を静脈内負荷

した群では直腸温の低下が認められたが，ホクシンや 1BS-18H グルテン投与群では抗原負荷による直

腸温の低下が認められなかった。以上の結果は，1BS-18H の摂取が市販の小麦よりも安全に小麦アレ

ルギーの発症を予防することができる可能性を示唆するものである。今後，ヒト臨床研究で 1BS-18H

の安全性と経口免疫寛容誘導能を解明することで 1BS-18H を用いた小麦アレルギーの発症予防・減感

作療法の開発に繋げたい。 
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